
 

第２章 保健医療環境の現状 

第１節 人口 

１ 人口構造 

（１） 総人口 

令和２年の国勢調査によると、本県の人口は６，２８４，４８０人となっており、 

全国第６位の人口規模の大きさとなっています。 

前回調査時（平成２７年）よりも全国の人口は０．７５％減少しているところ、本 

県の人口は０．９９％増加しており、これは全国第５位の増加率の高さとなっていま 

す。 

人口密度は、１平方キロメートル当たり１，２１８．５人で全国の人口密度  

３３８．２人を大きく上回り、高い順では全国第６位となっています。 

 

図表2-1-1-1 人口及び人口増加率の推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（総務省） 

 

（２） 年齢階級別人口 

 令和２年の国勢調査をもとに本県の人口を年齢により３つに区分してみると 

年少人口（０～１４歳）は７３４千人、生産年齢人口（１５～６４歳）は 

３，７１６千人、老年人口（６５歳以上）は１，７００千人で、総人口（年齢不詳分 

を除く。）に占める割合は、それぞれ１１．９％、６０．４％、２７．６％となって 

います。 

全国の年齢３区分割合（１２．１％、５９．２％、２８．７％）と比べると、生産 

年齢人口の割合が若干上回り、年少人口及び老年人口の割合が若干下回っています。 

年齢３区分別の人口の割合の推移をみると、年少人口の割合は昭和５０年以降減 

少しており、生産年齢人口の割合は昭和５０年以降上昇していましたが、平成７年を 
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ピークに減少に転じました。 

これに対し、老年人口は昭和５０年以降一貫して上昇を続けており、平成１７年か 

らは年少人口の割合を上回りました。 

 

図表2-1-1-2 年齢３区分別人口の割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※ 年齢３区分別人口については、年齢不詳を除き、構成比は人口総数に対する割合 

資料：国勢調査（総務省） 

 

（３） 世帯構成 

令和２年の国勢調査によると、本県における世帯数は、２，７７３，８４０世帯、 

１世帯当たりの人員は２．２７人であり、全国平均の２．２６人に比べ０．０１人多 

いものの、平成２７年の本県の１世帯当たりの人員２．３８人からは０．１２人減少 

しています。 

また、国勢調査により家族類型別の推移をみると、都市化の進展や高齢化等によ 

り「夫婦と子ども」世帯が減少し、「単独世帯」が増加しています。  
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図表2-1-1-3 世帯数と１世帯当たり平均人員の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（総務省） 

 

図表2-1-1-4 家族類型別一般世帯割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（総務省） 
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２ 人口動態 

（１）  出生 

ア 出生数・出生率 

   本県の令和４年の出生数は３６，９６６人で、令和３年（３８，４２６人）より 

１，４６０人減少しています。出生率（人口千対）は、第二次ベビーブーム期以降低

下傾向が続いています。令和４年は６．１で全国平均の６．３に対し０．２ポイント

低く、高い順では全国第２３位となっています。 

 

図表2-1-2-1 出生数・出生率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：人口動態調査（厚生労働省） 

 

図表2-1-2-2 都道府県別出生率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：令和４年人口動態調査（厚生労働省） 
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イ 合計特殊出生率 

本県の合計特殊出生率は、昭和５１年に２．０を下回ってから一時的な上昇はあ 

るものの低下を続け、近年は減少傾向が続いています。令和４年は１．１８となり、 

全国の１．２６に対し０．０８ポイント低く、高い順では全国第４０位となってい 

ます。 

人口の減少を招かないために必要とされる水準２．０８を大幅に下回っており、 

出生率の減少と併せて、少子化の進展が社会問題となっています。 

 

図表2-1-2-3 合計特殊出生率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：人口動態調査（厚生労働省） 

 

図表2-1-2-4 都道府県別合計特殊出生率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：令和４年人口動態調査（厚生労働省） 
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（２）死亡 

ア 死亡数・死亡率 

本県の死亡数は長期的には増加傾向で推移しています。令和４年は 

７２，２５８人で令和３年（６５，２４４人）より７，０１４人増加しています。

死亡率（人口千対）では、１１．８で全国平均の１２．９に対し１．１ポイント低

く、高い順では全国第４１位となっています。 

 

図表2-1-2-5 死亡数と死亡率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：人口動態調査（厚生労働省） 

 

図表2-1-2-6 都道府県別死亡率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：令和４年人口動態調査（厚生労働省） 
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イ 死因 

(ｱ)  死因別死亡数 

本県の令和４年の死因別死亡数をみると、死因順位の上位１０死因は全国とほ 

ぼ同じ順位であり、第１位 悪性新生物＜腫瘍＞（死亡総数に占める割合 

２５．２％）、第２位 心疾患（同１５．８％）、第３位 老衰（同１０．５％）の 

上位３死因で、死亡総数の５１．５％（全国５０．８％）を占めています。 

    また、上位 3 死因の死亡率（人口１０万体）は、悪性新生物＜腫瘍＞が    

２９９（全国３１６．１）、心疾患が１８６．９（全国１９０．９）、老衰が 

１２４．６（全国１４７．１）となっています。 

 

図表2-1-2-7 死因別死亡数と死亡総数に占める割合（上位１０位） 

 

資料：令和４年人口動態調査（厚生労働省） 
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（%）

1 悪性新生物＜腫瘍＞ 385,797 24.6% 悪性新生物＜腫瘍＞ 18,239 25.2%

2 心疾患 232,964 14.8% 心疾患 11,398 15.8%

3 老衰 179,529 11.4% 老衰 7,602 10.5%

4 脳血管疾患 107,481 6.9% 脳血管疾患 4,921 6.8%

5 肺炎 74,013 4.7% 肺炎 3,749 5.2%

6 誤嚥性肺炎 56,069 3.6% 誤嚥性肺炎 2,426 3.4%

7 不慮の事故 43,420 2.8% 不慮の事故 1,669 2.3%

8 腎不全 30,739 2.0% 高血圧性疾患 1,213 1.7%

9 アルツハイマー病 24,860 1.6% 腎不全 1,170 1.6%

10 血管性等の認知症 24,360 1.6% 間質性肺疾患 1,091 1.5%
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1 悪性新生物＜腫瘍＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10,967 28.2% 悪性新生物＜腫瘍＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7,272 21.8%

2 心疾患 5,985 15.4% 心疾患　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5,413 16.2%

3 脳血管疾患　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,524 6.5% 老衰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5,350 16.0%
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7 不慮の事故　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,008 2.6% 不慮の事故　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　661 2.0%

8 間質性肺疾患　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　731 1.9% 血管性等の認知症 591 1.8%

9 自殺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　681 1.8% 高血圧性疾患　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　584 1.7%
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図表2-1-2-8 主な死因別死亡率の推移（千葉県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：人口動態調査（厚生労働省） 

 

(ｲ)  年齢調整死亡率 

    本県の年齢調整死亡率（人口１０万対）を主な死因、性別にみると、男性の糖 

尿病（１５．０）は高い順に全国第２１位、女性の自殺（１２．４）は全国第 

６位と相対的に高い状況にあります。一方、男性の不慮の事故（２７．９）は全 

国第４４位、腎不全（２０．１）は全国４３位、慢性閉塞性肺疾患（１８．９） 

は全国第４２位、女性の腎不全（１４．８）は全国第４５位、不慮の事故 

（１８．７）は全国第４４位と相対的に低い状況にあります。 
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図表2-1-2-9 主な死因、性別年齢調整死亡率（人口10万対）・順位（令和2年） 

 

千葉県の順位は、４７都道府県における高率順。 

全国値より千葉県の値が高い場合、該当する欄に網掛けをしている。 

資料：令和２年都道府県別年齢調整死亡率の概況―主な死因別にみた死亡の状況 

（令和５年度人口動態統計特殊報告）（厚生労働省） 

 

ウ 死亡の場所 

   本県の死亡数を死亡場所別に見ると、その傾向に全国と大きな差はなく、医療提 

供施設等（病院、診療所、介護医療院、介護老人保健施設及び助産所）の占める割 

合が６９．２％（全国７０．０％）と最も高く、住まいの場である自宅（１９．８％） 

と老人ホーム（９．５％）の合計は２９．２％（全国２８．４％）となっています。 

死亡場所に占める自宅の割合は、下降を続けていましたが、平成１７年頃を境に 

緩やかに上昇、平成２５年からは１５％台で推移し、令和２年から上昇し、令和３ 

年は１９％台となっています。  

順位 順位

全死因 1178.0 1112.2 40 1050.4 918.4 41

悪性新生物＜腫瘍＞ 368.3 351.6 40 248.3 227.8 41

胃の悪性新生物＜腫瘍＞ 46.3 45.1 33 22.9 20.6 41

大腸の悪性新生物＜腫瘍＞ 46.2 42.2 40 38 33 45

肺の悪性新生物＜腫瘍＞ 88.7 85.1 37 35.2 33.5 31

糖尿病 12.9 15 .0 21 9.7 9.5 34

心疾患 165.5 165.4 35 167.7 150.4 41

急性心筋梗塞 29.9 28.4 27 19.9 17.7 34

脳血管疾患 84 78.7 37 83 70.2 39
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慢性閉塞性肺疾患 22.4 18.9 42 4.2 3.2 38
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老衰 59.6 55.3 36 152.5 132.3 40
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図表2-1-2-10 死亡の場所別死亡者数等の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
昭和６０年及び平成２年における老人ホームでの死亡は、自宅に含まれている。 

平成３０年以降は介護医療院の数値も加わる。 

資料：人口動態調査（厚生労働省） 

 

エ 乳児死亡率 

本県の乳児死亡率（出生千対）は、近年、全国平均と同様にほぼ横ばいで推移し 

ています。令和４年の乳児死亡数は６９人で令和３年（７９人）より１０人減少し 

ています。乳児死亡率は１．９で全国平均の１．８を０．１ポイント上回り、高い 

順では全国第１５位となっています。 

 

図表2-1-2-11 乳児死亡数と乳児死亡率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：人口動態調査（厚生労働省）    
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図表2-1-2-12 都道府県別乳児死亡率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：令和４年人口動態調査（厚生労働省） 

 

オ 新生児死亡率 

本県の新生児死亡率（出生千対）は、近年、全国平均と同様にほぼ横ばいで推移 

しています。令和４年の新生児死亡数は２９人で令和３年（２９人）と同数であり、 

新生児死亡率は０．８で全国平均の０．８と同じであり、高い順では全国第２４位 

となっています。 

 

図表2-1-2-13 新生児死亡数と新生児死亡率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：人口動態調査（厚生労働省） 
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図表2-1-2-14 都道府県別新生児死亡率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：令和４年人口動態調査（厚生労働省） 

 

カ 周産期死亡率 

   本県の周産期死亡率（出生千対）は、近年、全国平均と同様にほぼ横ばいで推移 

    しています。令和４年の周産期死亡数は１２０人で令和３年（１２８人）より８人 

    減少し、周産期死亡率は３．２で全国平均の３．３に対し０．1ポイント低く、高い 

順では全国第２３位となっています。 

 

図表2-1-2-15 周産期死亡数と周産期死亡率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：人口動態調査（厚生労働省）  
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図表2-1-2-16 都道府県別周産期死亡率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：令和４年人口動態調査（厚生労働省） 
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３ 人口推計等 

   千葉県の令和２年時点での総人口は６,２８４,４８０人でしたが、今後は、総人口 

は緩やかに減少し、令和１２年には６,１７８,８９０人、令和３２年には 

５,６９０,１５６人まで減少する見込みです。 

  年齢構成別にみると、令和２年時点の０歳から１５歳までの年少人口は 

７３６,６２３人、１５歳から６４歳までの生産年齢人口は３,８１３,９８７人でし 

たが、令和１２年には、それぞれ６３０,９１１人（令和２年の８６％）、 

３,７４１,０１３人（同９８％）に、令和３２年には、それぞれ５６５,０６２人 

（同７７％）、３,１０３,０５３人（８１％）へと減少する見込みです。 

  一方、７５歳以上の人口は令和２年時点では８７７,０７０人でしたが、令和７年 

  には１,０５６,２５９人(令和２年の１２０％)、令和１２年には１,１０９,０９９人 

（同１２６％）と増加し、その後減少に転じた後再び増加して、令和３２年には 

１,２５０,４７９人（同１４３％）になると見込まれています。６５歳以上の老年人 

口の増加とともに、一人暮らしの高齢世帯や夫婦のみの高齢世帯数も増加することが 

見込まれています。 

７５歳以上の人口の増加数やピークを迎える時期は、地域により大きく異なって 

います。令和３２年時点で７５歳以上人口増加率が県平均よりも高い地域は、「東葛南 

部」、「印旛」、「東葛北部」「千葉」、です。 

６５歳以上の一人暮らしの高齢者は、令和２年には３００千人でしたが、令和１２ 

年には３７１千人となり、令和２年の約１．２倍に増加します。 

 

図表2-1-3-1 千葉県の将来推計人口 

 
資料：「令和２年国勢調査」（総務省）、「日本の地域別将来推計人口（令和5（2023）年推計）」（国立

社会保障・人口問題研究所）をもとに作成  

737 678 631 608 605 591 565

3,814 3,809 3,741 3,588
3,357 3,209 3,103

857
714

698
795

911
887

772

877
1,056

1,109 1,085
1,082

1,137
1,250

6,284 6,258 6,179 6,076
5,956

5,824
5,690

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

令和2年

(2020年)

令和7年

(2025年)

令和12年

(2030年)

令和17年

(2035年)

令和22年

(2040年)

令和27年

(2045年)

令和32年

(2050年)

75歳以上

65～74歳

15～64歳

0～14歳

年齢不詳
（千人）

-19-



 

図表2-1-3-2 年齢階級別人口の対令和２年増加率（千葉県） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：「令和２年国勢調査」（総務省）、「日本の地域別将来推計人口（令和5（2023）年推計）」 
（国立社会保障・人口問題研究所）をもとに作成 

 

 

図表2-1-3-3 ７５歳以上人口の対令和２年増加率（二次保健医療圏別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

資料：「令和２年国勢調査」（総務省）、「日本の地域別将来推計人口（令和5（2023）年推計）」 
（国立社会保障・人口問題研究所）をもとに作成 
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図表2-1-3-4 今後の高齢単身世帯（６５歳以上の者一人のみの一般世帯）数等の推計（千葉県） 

 
資料：「令和２年国勢調査」（総務省）、「『日本の世帯数の将来推計(都道府県別推計)』(2019年推計)」 

（国立社会保障・人口問題研究所）をもとに作成 
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